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近
年
、
高
齢
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
詐
欺
や
悪
徳

商
法
等
、
消
費
者
問
題
が
頻

発
し
、
昨
年
12
月
に
は
「
消

費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
に

は
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
若

年
者
も
含
め
て
、
消
費
者
の

学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
生
活
の
た

め
に
も
、
消
費
者
教
育
の
徹

底
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
次
の
点
に
つ
い
て
、
質

問
し
ま
す
。

 

本
市
で
の
過
去
５
年
間

の
消
費
者
相
談
件
数
は
。

 

市
民
環
境
部
長

 

平
成
20
年
度
は
２
９
３

件
、
21
年
度
は
２
３
０
件
、

22
年
度
は
２
３
３
件
、
23
年

度
は
２
１
６
件
、
24
年
度
は

２
３
３
件
で
す
。

 

１
名
の
相
談
員
体
制

で
、
今
後
の
消
費
者
教
育
等

の
啓け
い
も
う蒙
活
動
や
、
複
雑
化
す

る
相
談
に
適
切
か
つ
充
分
な

対
応
が
可
能
か
。

 

特
に
相
談
業
務
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
は
な
く
、
迅

速
、
適
切
な
対
応
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
関
係
部
局
や

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
消
費
者
視
点
に
立
っ

た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

 

学
校
に
お
け
る
消
費
者

教
育
推
進
が
義
務
付
け
ら
れ

た
が
、
児
童
生
徒
の
発
達
段

階
に
応
じ
、
ど
の
よ
う
な
消

費
者
教
育
を
す
る
の
か
。

 

主
席
教
育
次
長

 　

小
学
校
で
は
物
や
金
銭

の
大
切
さ
等
、
中
学
校
で
は

消
費
者
の
保
護
や
権
利
責
任

等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
身

近
な
消
費
行
動
と
関
連
さ

せ
、
実
践
的
な
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
商
品
に
関
す
る

知
識
や
情
報
を
広
く
収
集

し
、
判
断
力
を
備
え
た
、
自

立
し
た
消
費
者
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。

 

消
費
者
相
談
員
に
直
通

す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電

話
）
の
開
設
予
定
は
。

 

市
民
環
境
部
長

　

よ
り
多
く
の
皆
様
に
相
談

し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ

う
、
相
談
専
門
ダ
イ
ヤ
ル
の

設
置
な
ど
相
談
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

 

啓け
い
も
う蒙
活
動
の
今
後
の
予

定
は
。

 

昨
年
度
よ
り
、
高
齢
者

を
対
象
に
出
前
講
座
に
よ
る

啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
本
年

度
は
18
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
被
害
防
止
の
た

め
の
呼
び
か
け
等
、
未
然
防

止
に
努
め
ま
す
。

消
費
者
問
題
に
対
す
る
行
政
の

 

取
り
組
み
と
は

廣
本　

昌
久　

議
員

市役所　相談窓口

 

合
併
時
、
新
市
建
設
計

画
で
示
さ
れ
た
財
政
計
画

と
決
算
推
移
に
か
い
離
が
あ

る
。
激
変
緩
和
期
間
か
ら
の

歳
入
見
込
み
と
対
応
策
に
つ

い
て
問
う
。

 

総
務
部
長

　

激
変
緩
和
期
間
後
は
、
約

32
億
円
の
普
通
交
付
税
減
と

な
る
見
込
み
で
す
。
急
激
な

歳
出
抑
制
は
市
民
生
活
に
影

響
を
与
え
る
た
め
、
い
か
に

ソ
フ
ト
に
歳
出
を
抑
え
る
か

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

加
え
て
、
公
有
財
産
の
処

分
等
を
重
点
に
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

 
一
本
算
定
に
向
け
た
今

後
の
財
政
運
営
で
、
健
全

化
判
断
比
率
に
対
す
る
不
安

を
払
拭
で
き
る
説
明
を
求
め

る
。 

健
全
化
判
断
比
率
に

は
、
公
債
費
や
起
債
残
高
が

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
こ
れ

ら
は
繰
上
償
還
や
借
入
抑
制

に
よ
っ
て
年
々
減

少
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
改

善
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

長
期
財
政
計

画
と
経
営
改
革
プ

ラ
ン
の
見
直
し
の

ポ
イ
ン
ト
は
。

 

現
在
の
経
営

改
革
プ
ラ
ン
は
、

今
後
の
普
通
交
付
税
の
段
階

的
減
額
に
十
分
対
応
で
き
る

内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

た
な
経
営
改
革
プ
ラ
ン
と
リ

ン
ク
し
た
長
期
財
政
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

 

義
務
的
経
費
で
あ
る
人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
に

つ
い
て
、
見
込
み
と
対
応
策

を
問
う
。

 

人
件
費
は
退
職
者
補
充

の
抑
制
や
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
よ
っ
て
、
削
減
目

標
を
達
成
し
ま
し
た
。 

扶
助

費
は
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と

に
よ
る
増
、
公
債
費
は
借
入

抑
制
や
減
債
基
金
の
活
用
に

伴
う
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

歳
入
を
考
え
る
上
で
大

切
と
な
る
税
収
。
産
業
政
策

に
よ
る
税
収
増
、
人
口
増
加

が
必
要
で
は
。
産
業
政
策
に

対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

 

産
業
経
済
部
長

　

将
来
に
向
け
た
歳
入
の

確
保
と
雇
用
の
問
題
を
長

期
的
に
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
市
独

自
の
地
域
資
源
を
活
か
し

た
新
た
な
雇
用
の
場
の
創

出
と
、
人
材
を
育
て
る
た

め
の
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
に
対
す
る

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

 

相
続
す
る
者
が
お
ら
ず

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
家
の

心
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
絆
を

つ
な
ぐ
た
め
に
、
養
子
縁
組

の
促
進
な
ど
を
制
度
化
で
き

な
い
か
。

 

市
民
環
境
部
長

　

現
在
は
家
の
あ
と
を
継

ぐ
「
家
」
制
度
で
は
な
い
た

め
、
空
き
家
対
策
と
し
て
養

子
縁
組
を
制
度
化
す
る
こ
と

は
、
困
難
と
考
え
ま
す
。

 

併
せ
て
、
里
親
制
度
に

つ
い
て
問
う
。

 

子
ど
も
局
長

　

里
親
制
度
に
は
、
家
族
の

愛
情
と
地
域
の
理
解
が
必
要

で
す
。
地
域
で
見
守
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
絆
づ
く
り

に
結
び
つ
く
と
考
え
ま
す
。

 

駅
前
月
極
を
３
千
円
の

統
一
料
金
と
す
る
こ
と
で
、

一
般
駐
車
場
の
利
用
も
し
や

す
く
な
る
が
、
無
料
駐
車
場

が
な
く
な
る
こ
と
で
、
困
る

市
民
が
出
る
の
で
は
な
い

か
。 

土
木
交
通
部
長

　

公
平
性
の
観
点
か
ら
利
用

者
負
担
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
事
前
の
周
知
に
努
め
ま

す
。 

新
旭
駅
前
市
営
駐
車
場

を
地
権
者
に
返
還
し
て
も
、

月
極
・
一
時
利
用
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
対
策
は
充
分

か
。 

返
還
後
も
駐
車
場
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
駐
車
場
と
し
て
運

用
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、
一
時
利
用
有
料
駐
車
場

を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
周
辺
の
民
間
駐

車
場
を
有
効
利
用
す
る
こ
と

で
、
駐
車
場
を
確
保
し
ま

す
。　 

公
用
車
の
民
間
駐
車
場

借
入
料
金
は
、
市
民
に
理
解

が
得
ら
れ
る
か
。
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

 

総
務
部
長

　

市
営
お
よ
び
民
間
駐
車
場

料
金
と
比
較
し
て
、
料
金
に

大
差
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

 

病
院
駐
車
場
の
料
金
設

定
に
対
し
「
家
族
の
見
舞

い
・
付
添
い
に
、
１
時
間
無

料
で
は
足
り
な
い
」
と
の
声

が
多
い
。
家
族
は
無
料
に
、

も
し
く
は
２
時
間
ま
で
無
料

に
す
べ
き
で
は
。

 

病
院
事
務
部
長

　

他
病
院
の
状
況
や
駅
前
と

い
う
立
地
条
件
を
勘
案
し
、

加
え
て
、
患
者
様
の
治
療
を

最
優
先
に
面
会
時
間
を
抑
制

す
る
た
め
、
無
料
時
間
を
定

め
ま
し
た
。

　

今
後
の
社
会
情
勢
や
利
用

者
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
随
時
検
証
し
て
い
き
ま

す
。 

入
院
日
な
ど
の
無
料
手

続
き
が
出
来
て
い
な
い
が
、

付
添
い
の
無
料
券
発
行
な
ど

で
、
家
族
と
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

 

無
料
化
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
入
院
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
看
護
師
か
ら
の
説
明
で

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ま

す
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

を
通
院
に
も
拡
充
を

 

「
通
院
こ
そ
必
要
」
の

切
実
な
声
に
応
え
る
べ
き
で

は
。 

健
康
福
祉
部
長

　

通
院
助
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係

部
局
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
実
施
に
向
け
検
討
し
ま

す
。

駅
前
市
営
・
高
島
市
民
病
院
駐
車
場
を
安
心
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

福
井　

節
子　

議
員

長
期
の
財
政
見
込
み
と

対
策
に
つ
い
て

梅
村　

勝
久　

議
員

市民病院　駐車場


